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（ご紹介） 東京学芸大学 先端教育人材育成推進機構 准教授

玉川学園高学年（中3～高3）教諭・情報科教科主任、桐蔭学園
中等教育学校/高等学校教諭・探究統括主任を経て現職

東北大学大学院情報科学研究科博士課程修了、博士（情報科
学）、探究的な学習および情報教育について研究

著書に『学びの技 14歳からの探究・論文・プレゼンテーショ
ン』（玉川大学出版部、2014年）など

文部科学省 高等学校情報『情報Ⅰ』授業・研修用コンテンツ
情報を学ぶ高校に贈る！メッセージ「情報Ⅰを学ぶ魅力、楽し
さを伝えたい！」「オリジナルAIをつくろう！」
GIGAスクール構想 × 探究学習

のぼりもと ようこ
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講演テーマ

「探究的な学びを支える持続
可能な組織の作り方」

・探究的な学習を行うことを学校の目標とする

・生徒が主体的に取り組むことができる環境を整える

・各教科と「総合的な探究の時間」を両輪とした展開

＜ポイント＞



それではご覧ください



2023年8⽉21⽇ 桐蔭横浜⼤学「⾼校学びフォーラム」まとめ © 2023 Yoko NOBORIMOTO

１．探究的な学習を⾏うことを学校の⽬標とする
・「どのような⽣徒に育ってほしいか」を明確にして共有する。
・校⻑や管理職の先⽣のリーダーシップも重要。
・「総合的な探究の時間」は担当教員の負荷が⾼くならないように配慮し、
持続可能な取り組みになるようにする。

２．⽣徒が主体的に取り組むことができる環境を整える
・⽣徒の興味関⼼や探究に向き合う姿勢を引き上げていく。
・⼀⼈でも多くの⽣徒が没頭して取り組めるようにする。学びの主体は⽣徒。
・成果よりも問題解決のプロセスを重視する。
・学び⽅を学ぶー⽣徒が⾃分でつかみとる学びへ。

３．各教科と「総合的な探究の時間」を両輪とした展開
・単元や学年、3年間を⾒通した展望を⽣徒と共有する。
・教員が探究するわけではない。説明して満⾜する授業からの脱却。
・教員が体験したことがない授業が求められている。研修が必要。教科を超えた組織作り。
・教科や分野の魅⼒を伝えることも⼤切。各教科は探究のタネの宝庫。

探究的な学びを⽀える持続可能な組織の作り⽅のポイント
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